
Form 130 

 
NIPPON KAIJI KYOKAI 

 

 

This Report is issued subject to the condition that it is understood and agreed that neither the Society nor any of its Committees is under any 
circumstances whatever to be held responsible for any inaccuracy in any report or certificate issued by this Society or its Surveyors or in any 
entry in the Record or other publication of the Society or for any error of judgment, default or negligence of its Officers, Surveyors or Agents. 

 
97. 11. 10000 (K) 

 

  

 

No.  KB24G20050 Date: 2024年10月1日 
 

 

保証声明書 
 

2023年度GHG排出原単位 

 
一般財団法人日本海事協会(以下「当会」という)は、飯野海運株式会社(以下「申請者」とい

う)からの申請に基づき、申請者が2023年度(2023年4月1日～2024年3月31日)に運航した船舶を

対象として、2023年度の輸送におけるGHG排出原単位の保証業務を実施した。 

 

保証手続: ① 申請者により作成された帳票データ(以下「GHG排出量データ」という)の検証

をサンプリング手法を用いて実施した。 

 ② 申請者により算出されたGHG排出原単位の算出手続の検証を実施した。 

 

注： GHG排出原単位には、エネルギー効率運航指標（EEOI：Energy Efficiency 

Operational Indicator）が採用されている。その計算手法は、 IMO 

MEPC.1/Circ.684.に基づいている。 

 

結論  : 当会は、申請者が作成したGHG排出量データ、及び、GHG排出量データを基に申請

者により算出された2023年度の輸送におけるGHG排出原単位が適正であることを保

証する。 

 

2023年度GHG排出原単位 : 9.66 gCO2/ton-mile 
 

注）上記の2023年度GHG排出原単位の数値はJクレジット購入分1,500tonを考慮した数値である。 

 

留意事項: GHG排出量データの作成及びGHG排出原単位の算出に関する責任は申請者にあり、

GHG排出量データ及びGHG排出原単位の保証に関する責任は当会にある。 
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